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4月1日（水）に、みんなの広場アスボで令和

8年度サロン代表者会が行われました。今回の

参加団体は16団体、計21名が出席しました。

各地区の共通する課題として、担い手不足が

挙げられ、事務局としても後方支援をしていく

ことを伝えました。主体はあくまでもボランティ

アスタッフと利用者の皆さんであることと、相談

対応の窓口であることを理解して頂きました。

運営側も負担が少なく、やりがいのあるサロン

を続けていくためにはどうすればいいのか、こ

れからも一緒に考えていきたいと思います。

社協サロン担当より

令和８年度 サロン代表者会 今年度２０団体でサロン活動スタートしました。

「代表者会の様子」

ペットボトルキャップの収集にご協力いただきありがとうございました！

令和７年度は皆様のご協力により、前年度を上回る量が集まり寄付することができました。

ボランティアセンターでは使用済み切手、書き損じはがきの収集も行っています。今後もご協力よ

ろしくお願いします。

• ペットボトルキャップ・・ 415ｋｇ

「世界の子どもにワクチン日本委員会」寄付 ワクチン約125人分

• 使用済み切手 ・・ 906ｇ

• 書き損じはがき ・・ 1.35ｋｇ

「日本国際ボランティアセンター」寄付 途上国の学用品などに

貸し出し用品の紹介「木版画 なつかしの歌かるた」

「なつかしいの歌かるた」には、誰もが一度

は口ずさんだことのある唱歌や童謡50曲が、

風情ある絵札で収められています。サロンな

ど高齢者の方々が集まる場で、懐かしみ楽し

むことができます。ご利用はボランティアセ

ンターまでご相談ください。

サロン活動は、日中家に閉じこもりがちな高

齢者や人とお話をする機会の少ない高齢者に

憩いの場や交流の場つくり、地域のつながりを

大切にした住みやすい地域を目指しています。

新たな
貸出用品



リユースプロジェクト

先輩から後輩へジャージのバトン！

「まだキレイでもったいないけど、卒業して使わなくなった」「成長期ですぐにサイズが変わっ

てしまったけどあたらしいものを買うのは・・」ボランティアセンターでは、使わなくなった

ジャージのリユースを始めます。

ジャージを譲りたい

ご家庭で使わなくなった喬木中指定ジャージ上下、紺色ハーフパンツを募集しています。

（破れや目立った汚れのない、まだ十分に使えるのでリユースを希望される方は、ボランティア

センターまでお持ちください）

ゆずってほしい

ボランティアセンター営業時間（平日：8：30～17：00）に来所していただき、サイズ、状態を

確認しお持ち帰りください。

お問い合わせ：ボランティアセンター 33-5520

折り紙 和傘つくり
「皆さん一緒に作ってみませんか」

ハンドメイドの会は、定期的にアスボに集まっ

て楽しく製作活動を行っています。作った作

品は村内の施設へ寄付し、活用いただいて

います。

開催：６月26日（金） 9時30分～

場所：みんなの広場アスボ

内容：開閉することのできる和傘つくり

材料代、飲み物代：２００円

ボランティア協力募集！
中学校ジャージ「ネームの刺繍外し」

リユースプロジェクトで集まったジャージの

ネーム刺繡を取ることにご協力いただける方は、

ボランティアセンターまでお声掛けください。

「使わなくなったジャージの

名前刺繍を外すことで、必

要な家庭どなたにでも譲り

やすくできればと思います。」

地域の方から寄付のあった布を切り
村内福祉施設へ届けました。

「たくさんの布をいただきありがとうございました。
村内デイサービス、喬木荘へ寄付しました。

使い古しのタオルなどをご寄付ください。

使い古しの「タオル、肌着、Tシャツなど」柔ら

かい綿製品を集めています。

寄付していただいた古布は、村内の福祉施

設で活用させていただきます。

ご自宅に不要な物がありましたら、ボランティ

アセンターまでお持ち込みください。
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